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成
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降
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国
家
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度
改
革
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関
す
る
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問
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平
成
二
十
五
年
度
以
降
の
国
家
公
務
員
の
定
年
の
扱
い
と
国
家
公
務
員
制
度
改
革
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
、
人
事
院
か
ら
勧
告
と
合
わ
せ
て
「
定
年
を
段
階
的
に
六
十
五
歳
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
国
家

公
務
員
法
等
の
改
正
に
つ
い
て
の
意
見
の
申
出
」
が
な
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
年
金
支
給
開
始
年
齢
が
六
十
一

歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
事
へ
の
早
期
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
国
家
公
務
員
制
度
全
般
に
わ
た
る
制
度
改
革
法
案

が
内
閣
か
ら
国
会
に
提
出
さ
れ
、
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
情
勢
と
東
日
本
大
震
災
に
対
応
す

る
た
め
、
国
家
公
務
員
の
給
与
を
平
成
二
十
五
年
度
末
ま
で
暫
定
的
に
平
均
七
・
八
％
引
き
下
げ
る
法
案
も
継
続
審
議
と
な
っ

て
い
る
。
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
現
状
に
鑑
み
、
以
下
五
項
目
に
わ
た
り
内
閣
の
方
針
を
確
認
す
る
。

一

対
象
職
員
の
予
見
可
能
性
の
観
点
か
ら
、
人
事
院
意
見
を
踏
ま
え
た
内
閣
の
方
針
決
定
は
少
な
く
と
も
今
春
に
な
す
べ
き

で
あ
り
、
関
連
法
案
は
今
次
通
常
国
会
に
提
出
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

二

退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
実
施
す
る
官
民
比
較
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
関
連
法
の
改
正
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
調
査
・
検
討
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
本
件
は
、
一
の
問
題
と
一
体
と
し
て
検
討
・
措
置
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

三

国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
法
案
の
効
果
を
平
成
二
十
四
年
度
予
算
の
人
件
費
に
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
理
由
を
伺
う
。
「
社

一



会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
」
を
進
め
よ
う
と
い
う
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
内
閣
の
「
身
を
切
る
」
姿
勢
を
示
す
べ
き
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

四

地
方
側
に
は
官
民
給
与
格
差
の
是
正
を
促
し
、
そ
の
効
果
を
平
成
二
十
四
年
度
予
算
に
組
み
入
れ
た
こ
と
と
、
国
家
公
務

員
側
の
人
件
費
に
つ
い
て
法
案
に
よ
る
給
与
削
減
効
果
を
組
み
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
の
間
に
は
、
均
衡
を
失
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

五

政
務
三
役
以
上
が
報
酬
の
一
部
の
自
主
返
納
を
行
っ
て
い
る
現
状
で
、
せ
め
て
指
定
職
員
が
自
主
的
に
賃
金
カ
ッ
ト
を
す

べ
き
局
面
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


